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江戸時代の産物を保管するタイムカプセル



シーボルト・ビュルゲル魚類標本の総数

３１３種 １，４６５個体
そのうち１６５種を新種記載



江戸参府紀行行程図

１８２６年２月１５日出発、７月７日出島到着
江戸滞在は４月２０－５月１８日
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「江戸参府紀行」における嬉野川（塩田川）の魚類相に関する記述



(新村, 2019)

文献調査；６目11科27種
現地調査（１９９３～２００４）：

6目12科25種

石木川をタイプ産地とする根拠
１．河川勾配が急で、標高が高く、
生息環境が多様。

２．鮎簗の設置場所に適した井堰が
多くある。

３．本流川棚川より濁度が低く清流。
４．川棚村市街地に近く、河川管理者
でもあった川原悠々の居住地に近
かった。

５．河口に近く、大村湾の舟運利用に
適していた。



長崎よか川交流会提供（２０２３）



アゼタナゴの原記載（１９０６）
川棚川がタイプ産地

アブラボテの原記載（日本動物誌，１８４６）



(森宗, 2019)

シーボルト標本 

シーボルト標本の液浸標本 4 個体がナチュラリスに保存されている．このうち体長 5.7cm

の個体（RMNH2497a）が Boeseman(1947)によってレクトタイプに指定されている（図 

4.14.1.）．Boeseman(1947)によると標本の臀鰭や背鰭には色が残っており，各形質を比較し

たところ「日本動物誌」の原図と標本は異なっているという．ただし，現在の標本を見る限

りそれの色は確認することはできない．「日本動物誌」および「江戸参府紀行」には，採集

地に関する記載はない．アブラボテは長崎周辺・近隣では佐賀県，それに琵琶湖淀川水系に

も分布しているが，佐賀県に分布するニッポンバラタナゴ，カゼトゲタナゴ等が採集されて

いないこと，長崎県内で淡水魚が採集された可能性の高い川棚川，特に支流の石木川周辺に

現在も分布していることを考慮すると，嬉野または川棚川水系をタイプ産地と考える（図 

4.8.2.）. 

アブラボテのタイプ産地も川棚川か？

(2019)

アプラボテの外観．A. シーボルトコレクション（レクトタイプ，RMNH2497a）
B. 川原慶賀原図（日本動物誌），C. 現存個体



シーボルト・コレクション長崎産淡水魚の意義



淡水魚類の水系内回遊パターン



まとめ

１．シーボルト・コレクションの淡水魚標本の収集場所は長崎周辺と琵琶湖淀川
水系に大別される。

２．佐賀県嬉野と琵琶湖淀川水系の淡水魚は「江戸参府」の旅先で収集された。

３．日本動物誌にNagasakiとして記された正確な水系として川棚川と塩田川の
どちらにも可能性がある。

４．嬉野を含む長崎周辺がタイプ産地（模式産地）の可能性がある魚種としてウナ
ギ、アユ、オイカワ、カワムツ、アブラボテ、オオキンブナ、カマツカ、イトモロコ、
ドジョウ、アリアケギバチ、ナマズ、ミナミメダカ、クロヨシノボリなどが挙げられ
る。

５．シーボルトの川を標榜するためには、タイプ産地に生息する集団をトポタイプ
として保全する意識を持つ必要がある。

６．淡水魚を保護するためには、河川の上・下流、本流・氾濫原、表層・浸透層を
つなぐ回遊経路を保全する必要がある。



ご清聴ありがとうございました。
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